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【公開番号】特開2007-7847(P2007-7847A)
【公開日】平成19年1月18日(2007.1.18)
【年通号数】公開・登録公報2007-002
【出願番号】特願2006-167831(P2006-167831)
【国際特許分類】
   Ｂ２３Ｂ  27/14     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ  16/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ２３Ｂ  27/14    　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】平成21年8月12日(2009.8.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一つのすくい面と少なくとも一つの逃げ面を有する全体として多角形状また
は円形形状のボディよりなる超硬合金の被覆切削工具インサートであって、
　前記インサートが、６．４～８．６のＣｏと、４～８．５ｗｔ％の立方晶炭化物と、残
部ＷＣの化学組成であって、０．７８～０．９２の範囲のＣＷ比を有し、且つ立方晶炭化
物のＴｉＣ、ＴａＣ及び／またはＮｂＣが枯渇した１０～３５μｍの厚みの表面領域を有
し、
　前記インサートが、Ｘ≧０、Ｙ≧０かつＸ＋Ｙ＝１であるＴｉＣＸＮＹの少なくとも１
層、及びすくい面上で少なくとも外側層であるαＡｌ２Ｏ３の層を含む１０～２５μｍ厚
みの被膜で部分的に被覆され、且つ前記少なくとも一つのすくい面上で、
　－　前記ＴｉＣＸＮＹ層が、５～１５μｍの厚み、及び５０～３９０ＭＰａの引張応力
を有し、
　－　３～１２μｍの厚みを有する前記αＡｌ２Ｏ３の層が、≧１．３のＸ線回折法の回
折強度比率Ｉ（０１２）／Ｉ（０２４）と、原子間力顕微鏡技術によって１０個の無作為
に選んだ１０μｍ×１０μｍの領域上を測定したすくい面上の少なくとも切屑の接触区域
において及び逃げ面上でＭＲａ≦０．１２μｍの平均Ｒａ値と、を有する最外側層であり
、
　－　前記ＴｉＣＸＮＹ層が、５００～７００ＭＰａの範囲の引張応力を有し、
　－　前記αＡｌ２Ｏ３の層が、＜１．５のＸ線回折法の回折強度比率Ｉ（０１２）／Ｉ
（０２４）を有し、
　または、前記少なくとも一つのすくい面上及び前記少なくとも一つの逃げ面上で、
　－　前記ＴｉＣＸＮＹ層が、５～１５μｍの厚み、及び５０～３９０ＭＰａの引張応力
を有し、
　－　３～１２μｍの厚みを有する前記αＡｌ２Ｏ３の層が、≧１．３のＸ線回折法の回
折強度比率Ｉ（０１２）／Ｉ（０２４）と、原子間力顕微鏡技術によって１０個の無作為
に選んだ１０×１０μｍ２の領域上を測定したすくい面上の少なくとも切屑の接触区域に
おいて及び逃げ面上でＭＲａ≦０．１２μｍの平均Ｒａ値と、を有する最外側層であり、
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頂部層が着色された耐熱塗料または着色された物理蒸着層からなる、
ことを特徴とする少なくとも一つのすくい面と少なくとも一つの逃げ面を有する全体とし
て多角形状または円形形状のボディよりなる超硬合金の被覆切削工具インサート。
【請求項２】
　ＴｉＣＸＮＹの層とＡｌ２Ｏ３の層との間に、薄い０．２～２μｍのＴｉＣＸＮＹＯＺ

の結合層を有し、Ｘ≧０、Ｚ＞０かつＹ≧０であることを特徴とする請求項１に記載の超
硬合金の被覆切削工具インサート。
【請求項３】
　前記αＡｌ２Ｏ３の層が、ＴＣ（０１２）＞１．３の組織係数を備える０１２方向の組
織を有することを特徴とする請求項１または２に記載の超硬合金の被覆切削工具インサー
ト。
【請求項４】
　前記αＡｌ２Ｏ３の層が、ＴＣ（１１０）＞１．５の組織係数を備える１１０方向の組
織を有することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の超硬合金の被覆切削工
具インサート。
【請求項５】
　前記被膜は、Ｔｉ、Ｎｂ、Ｈｆ、Ｖ、Ｔａ、Ｍｏ、Ｚｒ、Ｃｒ、Ｗ及びＡｌから選択さ
れた金属元素を有する金属の窒化物及び／または炭化物及び／または酸化物から成り且つ
＜５μｍの合計層厚みの付加層を含むことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記
載の超硬合金の被覆切削工具インサート。
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